
令和４年度（２０２２年度）州立モンタナ大学オンライン学習プログラム募集要領 

 

１ 趣旨 

熊本県では、グローバル人材育成を目指し、夏季休業中に州立モンタナ大学高校

生派遣事業を実施していたが、今年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、米国

への派遣が困難な状態である。そのため、派遣の代替案として、感染リスクに最大

限に配慮しながら、オンラインによるプログラムを実施し、コロナ禍でも高校生が

海外へ目を向ける機運を醸成することを目的とする。 

 

２ 期日 令和４年（２０２２年）８月１日（月）～８月５日（金）５日間 

 

３ 場所 本部:県庁本館１１０１会議室  

生徒:自宅等インターネット環境の整った場所 

 

４ 研修協定先 州立モンタナ大学（協定書は作成中） 

 

５ 募集人数 県内の県立及び私立高等学校の生徒４０人 

※州立モンタナ大学から提示された条件により、応募者が１０名に満たない場合は

研修を実施しない。 

 

６ 研修費 

1 人あたりの研修費（約５１，０００円）の２分の１（約２５，５００円）を県が

負担し、２分の１は自己負担とする。保護者等の全員が市町村民税所得割が課税さ

れていない世帯の生徒については、研修費の４分の３（約３８，２５０円）を県が

負担し、４分の１（約１２，７５０円）は自己負担とする。詳細は「１２ 特別申

請について」を参照。 

 

７ 研修内容  

モンタナ大学が所有するＺｏｏｍ（ｗｅｂ会議システム）を使用し以下のことを行

う。 

（１）Sustainable Development Goals「私が取り組む持続可能な開発目標（SDGｓ）」：

モンタナ大学があるミズーラ郡のバーチャルツアーや大学の講義をとおして、

モンタナ州で実施している SDGs について学び、熊本県で実施可能な SDGs につ

いて提案する。 

（２）Presentation Skills「プレゼンテーション技術」: 聴衆に伝わるプレゼンテー

ションの技術を学び、研修最終日及び事後研修で自信を持ってプレゼンテーシ

ョンができる力を身に付ける。 

（３）Cultural Engagement「異文化交流」: 州立モンタナ大学の学生や地域住民と、



電子メールや Zoom を活用し、小グループに分かれて英語でディスカッションを

行う。 

 

８ 日程 ※詳細はモンタナ大学と調整中です。 

＜事前研修＞ 本部：義務教育課 生徒：自宅等 

7/16（土） 

時間 内容 

9:00-10:00 Zoom オリエンテーション、講師紹介（モンタナ大が担当） 

10:00-10:10 休憩 

10:10-11:10 モンタナについて、海外留学について（県教委が担当） 

 

＜研修＞ 本部：本館１１０１会議室 生徒：自宅等 

8/1（月） 8/2（火） 8/3（水） 8/4（木） 8/5（金） 

9:00-12:00 

・開講 

・SDGｓ入門講義 

・モンタナ大生等

とディスカッ

ション 

 

9:00-12:00 

・SDG＃11 講義 

・プレゼン技術 

・モンタナ大生等

とのディスカ

ッション 

9:00-12:00 

・ミズーラ郡バー

チャルツアー 

・SDG＃11 講義 

・SDG＃11 熊本に

ついてのスピ

ーチ 

・モンタナ大生等

とのディスカ

ッション 

9:00-12:00 

・SDG＃15 講義 

・モンタナ州バー

チャルツアー 

・モンタナ大生等

とのディスカ

ッション 

9:00-12:00 

・プレゼンテーシ

ョン 

・モンタナ大生等

とのディスカ

ッション 

・閉講 

SDG＃11 Sustainable Cities and Communities （持続可能な都市とコミュニティ） 

SDG＃15 Life on Land （陸上での生活） 

 

＜事後研修＞ 職員研修室（県庁新館２階）※対面で実施 

8/27（土） 

時間 内容 

9:00-16:00 ・モンタナ派遣経験者の講話 

・英語プレゼンテーションコンテスト 

・修了証明書授与 

（日程の詳細は後日連絡） 

 

９ 参加者の募集  

（１）参加資格  

参加者は、次のいずれにも該当する者とする。  

①本県内の県立又は私立の高等学校に在籍する者  



②将来留学の意思がある者 

③CEFR A1（英検３級程度）以上の英語力を有する者 

※A2（英検準２級）以上が望ましい。 

④主催者が実施する事前研修及び事後研修に出席できる者  

⑤研修後、事後研修の他、研修結果を報告するなど、本事業の成果普及に協力で 

きる者 

  ⑥オンライン学習で使用するノートパソコン、タブレット、スマートフォンなど

を用いた研修に同意できる者 

  ⑦テレビ会議システムＺｏｏｍ（ズーム）の使用に同意できる者 

  

（２）応募書類の内容  

下記①～④は、応募者本人が作成又は準備し、学校に提出する。下記⑤は学校が

作成し、全書類取りまとめの上、各校の担当者が提出する。なお、応募書類は返却

しない。 

＜応募者本人の準備書類＞ 

①応募用紙〔別記様式１〕  

②外部検定試験のスコア等を証明できる書類又は合格通知の写し 

③令和３年度（令和２年分）の課税証明書（１２における「特別申請」を希望す

る者のみ）  

④チェックリスト〔別記様式２〕 

＜学校の準備書類＞ 

⑤応募者一覧表〔別記様式３〕  

  

（３）応募書類に記載された個人情報の取扱い  

応募で提供された個人情報は、選考の目的以外には使用しない。  

ただし、参加者の年齢、在籍している学校の情報は、当該事業の広報のため、

報道機関等に提供することがある。  

 

（４）応募書類の提出  

①提出期限  

令和４年（２０２２年）６月２２日（水）午後５時（必着）  

②提出方法及び提出先  

ア 提出方法 上記応募書類①～④を応募者ごとにまとめ、⑤応募者一覧表の 

番号順に重ねた上で、⑤応募者一覧表（各校１枚で可）を一番上にして封筒に

入れ、簡易書留で郵送又は持参する。その際、「州立モンタナ大学オンライン

学習プログラム応募書類在中」と朱書の上、親展扱いとする。  

 

 



イ 提出先  

＜県立高等学校＞  

〒862-8609（教育庁専用）  

熊本市中央区水前寺６丁目１８番１号  

熊本県教育庁市町村教育局義務教育課 英語教育推進室  

TEL 096-333-2705（直通）  

 

＜私立高等学校＞  

〒862-8570（県庁専用）  

熊本市中央区水前寺６丁目１８番１号  

熊本県総務部総務私学局私学振興課 企画・宗教班  

TEL 096-333-2062（直通）  

 

１０ 参加希望者が定員を超えた場合の選考等 

（１）参加者の決定  

定員を超えていた場合は応募書類をもとに担当課（義務教育課及び私学振興課）

で総合的に選考を行う。  

昨年度、本事業に参加した生徒も応募できるが、定員を超える応募があった場

合、今年度初めて応募する生徒を優先する。 

（２）選考結果の通知 

選考結果は、令和４年（２０２２年）７月６日（水）までに校長宛て通知する。

校長は、応募者に選考結果通知書を交付する。  

 

１１ 事前研修・事後研修  

参加者に対しては、事前研修及び事後研修（研修報告会）を行う。  

（１）事前研修 令和４年（２０２２年）７月１６日（土）午前半日予定   

（２）事後研修 令和４年（２０２２年）８月２７日（土）終日予定 

 

１２ 特別申請について 

保護者等の全員が市町村民税所得割が課税されていない世帯の生徒については、研

修費の４分の３を県が負担する内容で申請（以下「特別申請」という。）することがで

きる。ただし、特別申請による募集人数は５人までとし、５人を超える者については

２分の１負担対象とする。特別申請による参加を希望する者は、「９（２）③」の令和

３年度の課税証明書を応募時に提出するものとする。 

 


